
一　般　質　問

給食無償化、就学援助拡充、
早く感染情報提供へ、公園整備

日本共産党目黒区議団　斉藤 優子  議員

問 �学校給食無償化について伺う。
教育長　無償化を直ちに実施すべき状
況であるとは捉えていない。
学校給食食材について
問���（1）有機農産物、無農薬・無化学肥
料等の食材の納入を向上させるた
めに食育指針にきちんと位置付け

準に拡充するべきだがいかがか。
教育長　国の動向や他自治体の状況
を把握しながら適切な制度運営を図
る。
問 �感染者が１人出たら小中学校の保
護者に対し情報提供するべきだが
伺う。

教育長　必要な範囲で適切な情報提
供に努めるよう学校に指導、助言する。
問 �マイナンバーカード・マイナ保険証
の問題について区の認識を問う。

区長　全国知事会から国に、安全で安

るべきだが伺う。（２）有機農産物
に対し食材納入事業者の理解促進
と手引きの充実について伺う。

教育長　（１）学校・園における食育指
針に盛り込む考えはない。（２）栄養教
諭等とともに、調査・研究に努める。
問 �就学援助の所得水準を生活保護基

定した運用に向け緊急提言を行った。
区として着実な推進に向け、取り組む。
区内の公園・児童公園について
問���（1）パークPFI（※１）は本来の公園の
役割を変質させるのではないか。
（２）子育て支援のために公園整備
を進めるべきだが伺う。

区長　（１）公園利用に支障が無いよう
に検討を進める。（２）誰もが安全で安
心して利用できる公園整備に取り組
む。

ＧＳＵＣ（※2）と連携
ＡＩ・スタートアップの先進区へ

目黒区議会立憲民主党　山本 ひろこ 議員

AI活用の推進について
問���（1）目黒区公式ＬＩＮＥの登録者数は
１８万人と23区でも断トツの高さで
ある。ＡＩを利活用し、ＬＩＮＥと連携
すれば、高い利用率が見込めると
考えるが、目黒区のジェネレーティ

く要望できないか。
区長　（１）当面、全庁的に禁止とするこ
とを原則としつつ、さまざまな観点から
調査・研究を進める。（２）これからも目
黒区側の入り口整備は、国へ強く要望
していく。
問 �パークＰＦＩ（※1）のトライアル・サウン
ディング（※4）で、常設プレーパーク
の試行ができないか。

区長　トライアル・サウンディング調査
の趣旨を踏まえ、これまでの公園利用

ブＡＩ（※3）の利活用への見解を伺う。
（２）区境の国有地にＧＳＵＣ（グロー
バル・スタートアップ・キャンパス）
が開設すれば、目黒区ともさまざ
まな連携が想定されるが、その前
提として目黒区側の入口整備を強

に支障が無い範囲で、事業者からのさ
まざまな提案を実施する。
問 �目黒区内でスケートボードができる
場所づくりに向けた意見交換会が
できないか。

区長　候補となる具体的な場所なども
定まっていないなかで、意見交換会を
開催しご意見をいただくことは、現実的
に難しい。

地域共生社会（※6）の目黒区を目指して
自由民主党目黒区議団・区民の会　高島 なおこ  議員

重層的支援体制整備事業
問���（1）移行準備事業３カ年事業の実施
状況と、コミュニティ・ソーシャル
ワーカー（ＣＳＷ）の効果を伺う。

備に取り組んだ。コミュニティ・ソーシャ
ルワーカーは、包括的な支援体制の充
実に大いに寄与している。（２）現在
行っている実務的な検討内容も踏まえ
て、令和６年度を目途に、重層的支援体
制整備に取り組む。
医療的ケア児（※7）と家族への支援
問��在宅、外出移動時の課題をどのよ

（２）目黒区地域福祉審議会の議論を踏
まえ、令和6年度から事業を本格実施
すべき。区の見解を伺う。
区長　（1）包括的支援体制の充実・整

うに把握しているのか。特別支援学
校等への看護師の付き添いについ
て伺う。

区長　ニーズを適時適切に把握するこ
とに努めている。また、特別支援学校
等への看護師の付き添い派遣は、学校
や他区の状況を調査し検討する。

区民が集い、愛される
「新しい区民センター」に！

公明党目黒区議団　佐藤 ゆたか  議員

新たな区民センター
問���（1）区民の意見が、気軽に提案でき
る工夫が必要だ。（2）自然を感じ

う。（4）事業者からの新スポーツの
提案が必要、新施設の屋上や空間
利用を伺う。（5）民間施設屋上の
一部を区民に開放できないか。

区長　（1）通常の説明会に加えて、専
門分野の有識者を交えたシンポジウム
を企画する。（2）目黒川の自然を感じ
区民がゆったりと過ごせるような提案

読書や飲食できる図書館配置を伺
う。（3）テニスコートが減ると利用
が厳しい、利用者の不安解消を伺

を事業者に求める。（3）将来に向けて
変化に応じた活動の広がりも視点にし
て検討を進める。（4）新たなニーズに
も応えられる施設が求められるため、
検討する。（5）区と民間のリスク分担
や経費負担のバランスを見ながら検討
する。

区の貯金現金分に上限を！
余剰は減農薬給食無償化等へ

こいで まあり  議員

区の積立基金（※5）の状況
問���（1）区の貯金の現金分には下限目
標はあるが上限目標がない。先行

中学校の減農薬給食無償化等のさ
まざまな区民サービスに積極的に
活用するのはどうか。（２）過去に１
年間で１００億円の税収減を経験し、
その3年分とさらに加えた積み立て
基金があるが、余剰はないとの認
識か。

区長　（１）目黒区は、決して多くの積み

区のように明確な水準を設定する
と３００億円が目安。余剰５０億円は、
年間７億8千万円で実現する公立小

立てをしていない。例えば施設整備に
関する基金残高は、今後の施設整備に
２千億円かかるうちの２０％しか積んで
いない。（２）基金を十分に積んでいな
いという考えである。

学童保育クラブ待機問題について
日本維新の会目黒区議団　上田 あや  議員

問���（1）公共施設の育成室転用の可否
を伺う。（２）待機児童に、学区割を
していない学童を優先利用させる

か。（５）ランランひろばを学童代替
として利用したいか、需要把握した
ことはあるか。（６）学童新設の際、
弁当提供を仕様に盛り込んではど
うか。

区長　（１）個々の施設の状況を踏まえ
て調整し、取り組みを進める。（２）待機
児童対策としての優先利用は行わない。

べきでは。（３）プレハブ設置をす
べきでは。（４）出生時に学童利用
希望の有無をヒアリングしてはどう

（３）課題が多く直ちには行わない。（４）
新たな人口推計を策定中であり、その
結果を踏まえて需要予測を立てる。

（５）アンケートを通じてニーズを把握し
ている。（６）父母会主体で行い、区が
支援する形式が望ましく、仕様には盛り
込まない。

学芸大学駅周辺の
「魅力的なまちづくり」を推進せよ

自由民主党目黒区議団・区民の会　佐藤 昇  議員

問��学芸大学駅周辺の電柱と電線類を
地中化し、景観と防災機能を向上
させよ。

区長　地域の取り組みや合意形成の状
況を踏まえ、無電柱化に取り組む。

末頃までに実施する予定である。
問��碑文谷公園パークＰＦＩ（※1）の新規
事業は、従来の利用者やイベントに
支障がないように進め、丁寧な説
明に努めよ。

区長　公民連携による公園の魅力向
上、街の賑わい創出に取り組む。
問��東横線高架下の耐震補強工事と高
架下のリニューアルは、地域連携を
求めよ。

問��学芸大学駅東西商店街の道路舗装
は全面改良し安心して通勤、通学、
お買い物ができるように道路の維
持管理をせよ。

区長　道路舗装工事を、秋頃から１１月

区長　地域との連携協力が図れるよう
東急株式会社に働きかけを行う。
問��補助２６号線開通に向けて、区民の
不安に丁寧に応え、早い情報周知
をし、地域と町会のコミュニティを
守るための対応をしっかりと推進せ
よ。

区長　工事予定について事前の情報
収集に努め、開通後への不安の声に対
して、区として可能な支援を行う。

目黒区の介護福祉の現場の声を
聞いてください！

めぐろの未来をつくる会　坂元 悠紀  議員

介護事業者の財政状況の把握
問��介護事業者はコロナ禍や物価高に
さらされており、財政状況が厳し
い。区としても事業者の状況を把
握し適切な支援が必要かと思うが

めぐろ福祉しごと相談会について
問��参加事業者や求職者数はまるで足
りていない。さらなる取り組みの工
夫が必要だと思うが、いかがか。

区長　事業所に広く呼びかけ、介護の
仕事のやりがいや魅力が、来場者に分
かりやすく伝わるような内容に工夫す
る。さまざまな媒体を活用した周知に
より、若い世代からシニア世代まで、広
く参加を呼び掛ける。

いかがか。
区長　財務状況の収集・分析等は、国
が一元的に行い公表される予定のた
め、区も注視し、適時適切な支援に努
める。

来期の介護保険料について
問��介護保険料は上昇し続けており、
年金生活者の暮らしは厳しい。積
立金を使い上昇を防ぐことは可能
か。

区長　第９期介護保険事業計画期間に
おける介護保険料基準額は、介護給付
費等準備基金の適切な活用も踏まえた
上で検討する。

ＨＰＶワクチン接種の情報提供と
包括的性教育を進めよ

増茂 しのぶ  議員

問��ＨＰＶ（子宮頸がん）ワクチン接種の
メリット、デメリットの情報を提供
し、接種対象者が接種に対して悩ん

に関する事務及び相談対応を行ってお
り、接種対象者とその保護者が適切に
接種の判断が行えるよう、引き続き丁
寧な対応に努めていく。
問��ＨＰＶの感染経路は性交渉であるこ
とから、年齢に応じた包括的性教育
が必要である。自分の身体を知り、
大切にすることは基本的人権に当

だ時の相談窓口について区の取り
組みについて伺う。

区長　保健予防課において、予防接種

たると考える。区立小・中学校の包
括的性教育への取り組みについて
伺う。

教育長　学校における性教育は、教科
等横断的に児童・生徒の実態に応じて
包括的性教育を行っている。

《用語解説》
※2  ＧＳＵＣ（グローバル・スタートアップ・キャンパス）
　スタートアップへの投資を行うことや、スタート
アップが集積するキャンパス作りを推進する国のプ
ロジェクト。

※3 �ジェネレーティブＡＩ　人工知能が大量のデータを学
習し、文章や画像などを、あたかも人間が行うかのよ
うなレベルで作り出すことができるもの。

※1 �パークPFI　公園内に公園利用者の利便性を向上さ
せるレストランや売店等の施設を設置し、その施設か
ら生ずる収益を活用して、周辺の園路や広場等の整
備、改修等を一体的に行う事業者を公募する制度。

※4 �トライアル・サウンディング　事業者に区の施設等
を暫定的に利用してもらい、公民連携手法の導入に
向けた今後の検討に生かすことを目的とする。

※5 �積立基金　特定の目的のため、地方自治体が長期的
に積み立てているお金。

《用語解説》
※6  地域共生社会　制度・分野ごとの縦割りや「支え手」「受け手」という関係を超えて、地

域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつなが
ることで、一人一人の暮らしと生きがい、地域をともにつくっていく社会。

※7 �医療的ケア児　日常的に人工呼吸器や胃ろう等の医療的ケアが必要になる子ども。

公園は区民のもの。
多様化する区民ニーズに対応せよ

白川 愛  議員

問��公園改修に際し海外製の車いすや
２人乗りベビーカーが通れない形
状の車止めを採用した理由を問う。

整備した。
問��公園でラジオ体操はできるのに、ヨ
ガはできない不合理な運用は、新
規参入の可否を外部団体に委ねる
ような不透明な許認可プロセスを
長く看過してきた本区の怠慢にあ
る。責任能力の押し付け合いが区
民のための公園管理を阻害してい

区長　住民参加を基本とした公園づく
りの中で公園利用者等の意見を伺いな
がら、各種法令や整備基準を順守し、

る現状を整理すべきではないか。
区長　自由意志で集まった１０人以上
のグループの公園利用は、団体利用許
可は不要である。また、公園利用が他
の利用者に支障を与えていない場合、
区は利用を妨げる運用はしていない。
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